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校長 髙木 圭一 

学校地域コーディネーター 清水 真由美 

 

あっという間に令和７年度も残りわずかとなりました。皆様の日頃からのコミュニティ・スクール

へのご理解と活動へのご協力に心より感謝を申し上げます。本校校舎が新しくなってから７年、児

童は増え続け、今や７００名を超える人数となりましたが、たくさんの方々から快くご協力いただ

き、様々な授業や校外学習を無事に実施することができています。来年度も学校・地域・保護者の

皆様と連携・協働しながら「地域とともにある学校づくり」を進めてまいりたいと思っております。

どうぞよろしくお願いいたします。 

４年生 プログラミング教室 ２月１９日(木)・２月２６日(木) 

 ５年生、３年生に引き続き、日鉄ソ 

リューションズ(株) さんにプログラ 

ミング教室の出前授業を実施していた 

だきました。今回は「パン屋さんのこ 

まったを解決しよう」というシステム 

エンジニアのお仕事体験です。流れは 

① パン屋さんの困っていることは何 

かを考え、②ねらいをどこに定めるか 

を決め、③作戦をたてて、④設計書を 

まとめ、⑤プログラミングをする、というものです。児童は過去のデータを分析して、かくれたル

ールを見つけ、それらを元に楽しそうにプログラミングをしていました。今回の出前授業で「シス

テムエンジニア」のお仕事はコンピューターのチカラを使って「こまった」を解決することで、一

度プログラミングを作っても、使い続けるためにメンテナンスしたりする必要があることを知りま

した。日鉄ソリューションズ(株)の皆様、３～５年生の授業のために６日間もお越しいただき、本

当にありがとうございました。 

５年生家庭科 調理実習サポートボランティア 
５年生最後の調理実習は「ご飯を炊く」「お味噌汁をつくる」  ２月３日(火)～９日(月) 

です。ご飯には芳水小学校で５年生児童が田植え、稲刈り、脱穀・ 

籾摺りしたお米も玄米のまま一緒に炊きました。今回も多くのボラ 

ンティアさんが参加してくださり、児童は安全に楽しく実習をする 

ことができました。あり 

がとうございました。 

 

今年度もありがとうございました！ 

折れ線グラフや棒グラフを読み取って、

かくれたルールを探します。 

一日に作る食パンとメロンパンの数を考えます。 

お味噌汁は煮干しでだしをとり、煮干しもそのまま食べました♪ 



芳水小ＣＳだより 

６年生 雅楽教室  
昨年に引き続き、居木神社様のご協力で雅楽教室を実施しま        ２月２４日(火) 

した。日本の古典音楽である雅楽の演奏を聞き、音楽の授業で 

習った「越天楽今様」を演奏に合わせて歌い、鞨鼓（かっこ）、 

釣太鼓（つりたいこ）、鉦鼓（しょうこ）、鳳笙（ほうしょう）、 

篳篥（ひちりき）、龍笛（りゅうてき）に触れさせていただき 

ました。児童たちは緊張した様子で演奏に耳を傾け、舞を鑑賞 

していましたが、体験の時には興味津々で楽器に触れていまし 

た。ご協力いただいた居木神社様、麻布雅楽会、東京都神道青 

年会雅楽クラブ、國學院大学青葉雅楽会の皆様、ありがとうご 

ざいました。 

                         

                         

                         

 

 

 

 
 

学校支援ボランティアについてのＱ＆Ａを作成いたしました。来年度も引き続き活動へのご協力を

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

学校支援ボランティア Ｑ＆Ａ 

Ｑ.今年度、学校支援ボランティアに登録をしました。来年度も自動で継続できますか？ 

Ａ.自動継続はできません。来年度、改めてボランティア登録をお願いいたします。 

来年度の募集案内と登録用紙は４月にご案内する予定です。地域の方々からの登録申し込みはメ

ールまたはお電話にて受付をさせていただきます。                   

今年度の登録をされている方で、学校支援地域本部にメールアドレスの登録をされていらっしゃ

る方は、３月下旬ごろに送付する継続確認のメールにご返信いただくと登録可能です。 

Ｑ.学校支援地域本部の活動とＰＴＡ活動はどう違うの？  

Ａ.ＰＴＡは保護者と教員が協力・活動する団体で、お子さんの卒業とともに活動は終了しますが、

学校支援地域本部の活動は保護者も含めた地域の方々が担うので、お子さんの在校の有無に関わ

らず、長く続けていただくことが可能な活動です。お子さんが卒業されてもぜひご継続ください。 

Ｑ.いつでもできるとは限らないのですが、それでもいいですか？ 

Ａ.もちろんです。学校支援ボランティアは、できる人が、できる時に、できることを自らの意思で

主体的に行うことが基本です。ご自身が無理なくできることをご協力ください。 

学校支援ボランティアに関するお問い合わせ先 

下記までお気軽にご連絡ください。 

［ メール ］s09gakko-shien@city.shinagawa.tokyo.jp   

（学校地域コーディネーター 清水） 

  芳水小学校 学校支援地域本部 

篳篥（ひちりき） 

 

鳳笙（ほうしょう） 

 

鞨鼓（かっこ） 

 

 

龍笛（りゅうてき）。音がなかなか出ないです‥‥ 

 

 

豊栄舞（とよさかのまい）を舞って

いただきました。 

 

 


